
ソ ン グ 君が代・奉仕の理想 

四つのテスト 職業・社会奉仕委員会 

会 長 談 話 小河節郎会長 

広島は昨日の６日、原爆

の日を迎えました。80年前

8時 15分、B29エノラゲイ

が原子爆弾を広島に投下

し、地上 600メートルで閃

光を放って炸裂しました。

爆発の瞬間、強烈な熱風と

放射線が四方に放射される

とともに、周囲の空気が膨張して超高圧の爆風

となり、これら３つが複雑に作用して大きな被

害をもたらしました。 

大量破壊、大量殺りくが瞬時に、かつ無差別に

引き起こされたこと、放射線による障害がその

あとも長期に渡り人々を苦しめています。 

 原爆による死者数 14万人以上、負傷者数は不

明、焼失家屋 7万戸以上、焼失面積 13万平方キ

ロメートルと記録されています。 

80年後の今日、焦土と化した街は確かに復興

を遂げました。ただ、核なき世界を願う被爆地

の声をかき消すかのように、人類が抱える負の

遺産の脅威は増しています。 

核兵器使用をほのめかし、ウクライナ侵攻を

３年半も続けるロシア。２年前からパレスチナ

自治区ガザで戦闘を繰り返すイスラエル。この

５月には、インドとパキスタンが核保有国同士

で軍事衝突し、６月には米軍が、イランの核施

設を攻撃しました。近隣の中国や北朝鮮の核戦

力増強を理由に、被爆国日本でも核には核で対

抗する核共有や、核武装を主張する声も聞こえ

ます。 

「のどもと過ぎれば熱さ忘れる」の様な気がし

てなりません。一刻も早い平和な世界になるこ

とを願うばかりです。 

 さて、本日はパストガバナーの古川様に「ロ

ータリーの楽しみ方」と題し、ご講演いただき

ます 

 また、オープン例会に 3人の方の参加もいた

だいています。本日の例会を十分楽しんでくだ

さい。 

入 会 式  

長野県信用組合 

伊那支店長 桑沢諭司 様 

中部電力パワーグリッド㈱ 

伊那営業所長 松沢啓治 様 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

誕 生 祝 

熊谷勝昌 藤澤洋二  

大石ひとみ 唐澤幸利  

唐木 拓 

結婚記念日祝 

大石ひとみ 

唐木 拓 

在 籍 祝  

唐澤幸利(9) 三澤 聡(5) 

小林国雄(1) 出澤英則(1)  

原 英則(1) 

 

幹 事 報 告  別紙をご覧下さい 

 

理事会概要  

1.8月のプログラム 2.ファクシミリ機能付きコ

ピー機再リースについて 3.納涼会について

4.KOA㈱よりの「いのちの WaコンサートⅡ」後

援依頼について 5.職場例会について 

委員会報告  

納涼例会について 

ＷＥＥＫＬＹ 2025－2026 

事務所 伊那市西町5016-2 ℡(72)0077 例会日 毎週木曜日 会場くぬぎの杜 ℡(78)1121 

会長 小河節郎 幹事 鈴木正比古 会報委員長 八木択真 第３０７２回 例会2025.8.7 No.1672 

 

伊那ロータリークラブ 



8月 23日(土)に開催される納涼例会について 

鈴木正比古幹事より当日の説明がされた。 

出 席 報 告 会員数 51名 内出席免除者 17名 

出席者 27名 事前メーキャップ0名 出席率70.00％ 

ニコニコボックス  

・小河節郎 鈴木正比古 古川パストガバナー

様、オープン例会参加者の皆様、ようこそお越

し下さいました。 

・平澤泰斗 古川パストガバナー、本日はよろし

くお願いいたします。 

・宮下金俊 古川パストガバナーを歓迎いたし

ます。 

・赤羽弘之 古川パストガバナーのご訪問を歓

迎いたします。 

・山崎秀亮 八木択真 唐木 拓 唐澤洋祐 

 伊那中央 RC の例会に若手 4 人で参加し、コメ

問題の講和を聞いてきました。大変勉強になり

ました。 

・工藤陽介 先日の伊那まつりにご協力いただ

き、誠にありがとうございました。 

・新入会員 

・在籍祝い 

ラッキー賞 

八木択真 宮下金俊 

中川博司 荒木康雄 

唐木 章 唐木 拓 

赤羽弘之 

 

クラブフォーラム  

会員増強・新クラブ結成推進月間 

演題-「ロータリーの楽しみ方」 

松本西南 RC パストガバナー古川静男 様 

「ロータリーとは、異業種の仲 

間が集い、共にロータリーの奉 

仕の精神を学び、実践し、親睦 

を深めながら深い友情を育ん 

でいく、まさに『人生の道場』 

としての場所である」と述べら 

れ、ロータリーを楽しむための 

考え方や、会員増強についての 

具体的な方法などをご教示い 

ただきました。 

【会員増強の手法】 

１，戦略的オープン例会の開催 

・計画的かつ丁寧な準備を行うことで、ゲストに

とって、温かく安心して参加できる雰囲気を作

る。 

２，衛星クラブの設立 

・時間や会費の制約で入会を躊躇している方を

勧誘できる 

３，会員種類の導入 

・退会防止と次世代会員の入会促進 

・シニア会員、家族会員、WEB会員等 

【衛星クラブとは】 

〇衛星クラブとは、スポンサークラブが内部クラ

ブとして異なる環境で 

活動し社会奉仕をするクラブを作る。 

・設立メンバーは８名以上が必要 

【独自に定める内容】 

①会費、②例会時間、③例会場所 

④奉仕活動、⑤細則・内規 

〇衛星クラブを作る目的 

①独立型（１５名以上で新クラブ設立） 

②育成型（ロータリーを学ぶ場） 

 

【衛星クラブの活用について】 

衛星クラブ入会候補者 

・忙しくて昼の例会に出席困難な人 

・会費が高くて入会が難しい人 

・RAC出身者で、ロータリーに興味はあるが勤め

ている人 

・ロータリー学友（米山奨学生・ローテックス・

インターアクト卒業生等々） 

・ロータリアンの後継者・事業承継者 

・高齢のため通常の例会に参加出来ない、会費が

高いという人 

 

【元気なクラブを紹介】 

・25年 6月末日現在の会員数 12名 

（内 2名は名誉会員） 

・7月 1日 4名が入会。現在 3名が入会準備中 

〇岸清美会長の言葉（3回目の会長） 

「これからの時代、ロータリーに入っていないと

損をする。」 

「一人の人生では得られない経験が出来る」 

〇今年度のスローガン 

①楽しくなければロータリーではない。 

②ロータリーは、人生を豊かにするスパイスで

ある。 

〇白馬ロータリーの活動経過 

・交換留学生の集いを 30年以上実施 

・2022 年、白馬高校にインターアクトクラブ

設立 

・2年連続交換留学生の受入れ 

・白馬村村長、小谷村村長が入会 

・白馬ロータリー主催の異業種交流会実施 

 

【活力のあるクラブとは】 

〇会員一人一人が、ロータリーを楽しんでいる。 

〇ベテラン会員が昔にこだわらずに、若手の希望

を最大限尊重している。 

〇明確な目標設定をして行動している。 


